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このたびは当社の自転車をお買い上げいただきまして、ありがとうございます。

取扱説明書および品質保証書について
◦	ご使用の前に必ず本取扱説明書と品質保証書（別冊のロビンフッド手帳）をよく読み、理解してからお使
いください。

　お読みになった後は大切に保管し、必要に応じてご活用ください。
◦	品質保証書は「販売店名」が捺印され、「販売日・車体No」が記入されていることを確かめて、販売店から
お受け取りください。

	 「販売店名」の捺印がありませんと、品質保証書は無効になります。捺印がない場合は販売店にお申し出く
ださい。

	 「車体No」の記入がもれている場合は自分で記入しておいてください。「車体No」は防犯登録カードにも記
入されています。

◦	防犯登録を必ず販売店で行ってください。法律により、義務づけられています。
◦	乗る前の「日常点検」と販売店にお願いする「初回点検・定期点検」を必ず実施してください。自転車は使
用に伴い、必ず傷んだり、ネジが緩んできます。これらを放置して使用を続けると、重大な故障につなが
ります。

◦	お求めになった自転車にあてはまらない内容も含まれますのでご容赦ください。
◦	この自転車を他人に譲るときは、本取扱説明書と品質保証書をいっしょにお渡しください。
◦	取り扱いがわからないときは、販売店にご相談ください。

 
警　告

お子様が自転車を使う前に保護者の方が本書を必ず読んで、正しい乗り方と、危険なこと・してはいけ
ないことをよく指導してください。

保護者の方へ

自転車のイラストは代表例です
※本車種はマウンテンバイクではありません

取扱説明書（スポーティ車編）
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この表示の欄は、取り扱いを誤った場合、使用者が「死亡または重傷
を負う可能性が想定される」内容です。 

警　告

 
注　意

 
禁　止

 
強　制

この表示の欄は、取り扱いを誤った場合、使用者が「傷害を負ったり、
物的損害を負う可能性が想定される」内容です。

この表示の欄は、「安全上してはいけない危険行為および保証範囲外
の行為を表す」内容です。

この表示の欄は、「使用者に必ず実行していただく」内容です。

警告表示
◦	警告表示は危険度・重要度の程度に応じて次の区分で表示しています。これらを守らないと事故につながった
り、けがをしたり、自転車がこわれるなどのおそれがあります。
◦	まちがった取り扱いや調整は事故につながる危険があります。警告、禁止、注意、強制事項を必ず守ってく
ださい。

表示の意味
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その他		 	39

もくじ



3

自転車に関する法律（一部のみ紹介します）
◦「自転車の安全利用の促進および自転車等の駐輪対策の総合的推進に関する法律」第12条には自転車等の利用
者の責務として次の事項が定められています。
	 （1）		自転車を利用する者は、道路交通法その他の法令を遵守する等により歩行者に危害をおよぼさないよ

うにする等の安全な利用に努めなければならない。
	 （2）		自転車等を利用する者は、自転車等駐輪場以外の場所に自転車等を放置することのないように努めな

ければならない。
	 （3）		自転車を利用する者は、その利用する自転車について、国家公安委員会規則で定めるところにより都

道府県公安委員会が指定する者の行う防犯登録を受けなければならない。
◦「道路交通法」第62条には整備不良車両の運転禁止が定められています。
◦「道路交通法」第63条の10には児童また幼児へのヘルメット着用として次の事項が定められています。
	 児童または幼児を保護する責任のある者は、児童または幼児を自転車に乗車させるときは、当該児童または
幼児に乗車用ヘルメットをかぶらせるよう努めなければならない。

危険な運転に対する罰則（一部のみ紹介します）

道路交通法により、次の罰則が課せられます。
◦5年以下の懲役または100万円以下の罰金
　・飲酒運転（酒酔い運転）
◦3ヶ月以下の懲役または5万円以下の罰金
　・信号機無視
　・一時停止無視
　・右側通行
◦5万円以下の罰金
　・夜間の無灯火運転
◦2万円以下の罰金または科料
　・2人乗り
　・�並進（「並進可」の標識がある場所以外で、横に2人以上で並んで走行）

防犯登録
防犯登録はお買い上げの際に必ず行ってください。
　＊制度の意義
防犯登録は「自転車の安全利用の促進および自転車駐車場の整備に関する法律第12条第3項」により義務づ
けられています。
これは多発する自転車の盗難、さらに盗難自転車が駅前などに放置され、市民生活に支障を来たす状況を
改善することを目的に制定されました。

　＊登録のしかた
防犯登録はお買い上げの販売店で行います。防犯登録は有料です。

　＊自転車が盗難にあった場合
地元の警察署に盗難届けを出してください。この時防犯登録ナンバーが必要になります。防犯登録ナンバー
が不明だと自転車が見つかりにくくなります。防犯登録カードは保管しておいてください。
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ハンドル部品の例

ハブの形式
①ハブナット式	 ②クイックレリーズ式

ハンドル
ステム

ハンドルバー
にぎり

（グリップ）

バーエンドバー

エンドプラグ

①引き上げ棒タイプ ②アヘッドタイプ

ハンドルステムの形式

シートポスト

シートピン

ブレーキワイヤ

後ブレーキ

リフレクター

フリーホイール

タイヤ

後ディレーラー

スポーク

チェーン

ギヤクランク

ペダル

シフトレバー

ブレーキレバー

ハンドル

ハンドルステム

前ブレーキ

前ホーク

前ハブ

前ディレーラー

サドル

リム

バルブ

ランプ
リフレクターベル

各部のなまえ
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お使いになる人や他人への危害、財産の損害と自転車がこわれることを未然に防止するために、必ずお守りく
ださい。

 警告（危険です、乗る前に必ず点検してください！　異常を発見したら使用しないでください！）

前輪・後輪の固定は十分か
（点検方法  P.20）

ネジがゆるんでいるところはないか
（点検方法  P.20, 22）

フレーム・前ホークやクランク、
ペダルなどの部品に変形やひび
割れやガタつきはないか

（点検方法  P.23）

絶対曲げ戻して修理をしない。

禁止

走行中にこわれて事故・けがをおこすおそれ
があり危険です。変形したり、破損した部品
はすぐに販売店で交換してください。

走行中に外れて事故・けがをおこすおそれが
あり危険です。

ハンドルやサドルのポストは限
界標識がかくれるまで差し込ま
れているか

（点検方法  P.18）

ハンドルや、サドル（ポスト）の折れや抜けに
より事故・けがのおそれがあります。

止まれずに衝突して事故・けがのおそれがあ
ります。

ゆるんでいるところがこわれて事故・けがの
おそれがあります。

MINIMUM
INSERT

ひび割れ

ひび割れ

まがり まがり

変形

ふくれ

操縦できなくなり、事故・けがのおそれがあ
ります。

ブレーキはよくきくか
（点検方法  P.19）

ハンドル・サドル・にぎりの固
定は十分か

（点検方法  P.18）

乗る前の重要点検ポイント
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 警告（危険です、乗る前に必ず点検してください！　異常を発見したら使用しないでください！）

タイヤの空気圧は十分か��
（点検方法  P.20, 29）
パンクしやすく、タイヤの摩耗が早くなります。

リムのブレーキ面に磨耗による
変形、ふくれ、キズ、ひび、きれつ、
振れ、汚れがあるまま使用しな
いこと
走行中にリムが破損し、転倒して事故・けがを
するおそれがあります。

◦その他の点検項目は17～23ページをご覧ください。
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 警告（危険です、危ない乗り方をしないでください！）

自転車がこわれて事故・けがのおそれがあり
ます。

かささし運転、片手運転、手ば
なし運転をしない
また、かさ立てを使用しない

危ないときによけ
たり止まることが
できず、事故・け
がのおそれがあり
ます。必ず両手で
ハンドルをにぎっ
てください。
かささし運転はか

さで前方が見えづらく、かさが風を受けてあ
おられやすいので、事故を起こすおそれがあ
ります。また、かさが他の通行者や物に当た
るおそれがあります。雨や泥はねを防ぐため
には、レインウエアを着用してください。

操縦が不安定で転倒したり、自転車がこわれ
て事故・けがのおそれがあります。

足でダイナモを操作しない

禁止
車輪に足がまきこ
まれて急ロックし、
転倒するおそれが
あります。

夜間道路を走る時、及びトンネル
内など暗いところを走行する時、
視野が悪い時は、無灯火では走
行しない（道路交通法で禁止）

禁止

事故・けがのおそれがあります。
必ず前照灯（ランプ）及び尾灯（または反
射器材）を装備し、点灯してください。
ランプが点かないときは降りて押して
ください。

強制

2人以上で通行する時、横に並ん
で通行しない（道路交通法で禁止）

他の交通の妨げになったり、接触して
事故を起こす危険があります。1列で通
行しましょう。強制

してはいけない危ない乗り方

禁止

乱暴な乗り方はしない
階段や縁石の乗り降り
アクロバット走行など
凹凸の激しい場所で走行しない。禁止

2人乗りをしない
（道路交通法で禁止）

ハブステップの禁止

禁止
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車輪に物が巻き込
まれたり、バランス
をくずして転倒し、
事故・けがのおそれ
があります。
特に、走行中に前輪
に物が巻き込まれ

ると、前輪の回転が急ロックし、乗員が前方
へ投げ出される危険があります。

 警告（危険です、危ない乗り方をしないでください！）

ハンドルに買い物袋などの物を
さげて乗らない

禁止

犬を引いて乗らない

禁止

バランスをくずして転倒
し、事故・けがのおそれ
があります。

自動車のすぐうしろに続いた
り、それにつかまって走らない

事故を起こすおそれがあります。

禁止

自動車が渋滞しているときは、
その前に割り込んだり、車の間
をぬって前へ出ない

禁止

車輪に巻き込ん
だり、他の人や
物にぶつけて、
転倒や事故・け
がのおそれがあ
ります。

事故を起こす
おそれがあり
ます。

滑りやすい靴（サンダルなど）
や、かかとの高い靴などを履い
て乗らない

禁止

足がペダルから外れて、靴（サンダルなど）が
前輪に接触するとハンドル操作ができなく
なったり、前輪に靴（サンダルなど）が巻き込
まれて転倒するおそれがあります。

車輪やチェーンに巻き込まれや
すい服装は避ける
（長いスカートや長いマフラー、
すそが広がったズボンなど）

禁止

転倒によるけがのおそれがあります。
すそが広がっているズボンはバンドやゴムで
留めるようにしてください。

かさやステッキ、釣りざお等を
車体に差し込んだり、つり下げ
て走らない

禁止



9

 警告（危険です、危ない乗り方をしないでください！）

タバコを吸いながら乗らない
片手運転と前方不注意により事故を起
こすおそれがあります。
煙や吸殻により、他人に迷惑がかかり
ます。

禁止

食べたり飲んだりしながら乗ら
ない

片手運転と前方不注意により事故を起
こすおそれがあります。

禁止

ヘッドフォンやイヤホンを使用
しながら乗らない

周囲の音が聞こえにくくなり、事故を
起こすおそれがあります。禁止

ショルダーバッグ（1本ひもの
バッグ）を背中に提げて自転車に
のる場合は、バッグが動いて運
転がしづらくなるので注意する

特にバッグのひもが長いと、バッグが
自転車の後輪錠などに当たって誤動作
するおそれがあります。注意

走行中、くつ先が前輪や前ドロ
ヨケに接触しないようにする
（つま先でペダルを踏む）

前輪の回転により、足が巻き込まれて
事故を起こす危険があります。また、
ドロヨケなどの部品が破損するおそれ
があります。

注意

走りながら携帯電話をかけたり
操作しない（道路交通法で禁止）

禁止

片手運転と前方不注意により事故を起こすお
それがあります。

他の自転車と並んで走ったり、
ジグザグ運転をしたり、競争を
しない

禁止

事故を起こす
おそれがあり
ます。

酒を飲んだときや疲れが激しい
ときは乗らない
（道路交通法で禁止）

禁止

事故を起こす
おそれがあり
ます。
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 警告（危険です、必ずお守りください！）

改造・分解・突出物（ハブステッ
プ等）の装着および指定箇所以
外の調整はしない

禁止

変形したり破損した部品はすぐ
に交換する

改造などにより正しく動かずに事故を起した
り突出物の装着により歩行者に危害をおよぼ
すおそれがあります。

パンクや故障、クランクやフレー
ムのひび割れがあるときは乗ら
ない

（点検方法  P.17〜23）

事故・けがのおそれがあります。
異常を発見したら使用せずに、すぐ販
売店にご相談ください。禁止

初回点検・定期点検は必ず実施
する

強制

長く使っているとネジがゆるんだり調整がズ
レたりしてきます。必ず実施してください。

ブレーキワイヤは2年に1回交換するこ
と。定期点検は必ず実施し、不具合が見
つかった場合にも交換してください。強制

ブレーキ制動面に油をつけない
（注油箇所  P.37）
（ローラブレーキ  P.28）

禁止

ブレーキ制動面に油がつくとブレーキがきか
なくなり、事故・けがのおそれがあります。

正しい取扱方法を守る

強制

間違った取り扱いをすると事故・けがのおそ
れがあります。取扱説明書をお読みください。

セイフティフックを外さない
(カンチブレーキの場合）

禁止

万一、前ブレーキワイヤが切れたり外れたと
き、センターワイヤが前輪に引っかかって急
ロックしてしまいます。

ナット

ワッシャー

安全上の取扱注意事項
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 警告（危険です、危ない乗り方をしないでください！）

未組み立ておよび未調整の自転
車を使わない

部品が外れたり、操作できなくなり、
転倒や事故・けがのおそれがあります。

禁止

交通ルールを守る
交通ルールを守らないと事故でけがを
したり、他の人にけがを負わせるおそ
れがあります。強制

夜間、自転車に乗るときは、
運転者から見やすいように
できるだけ明るい目だつ色
の衣服を着る

注意
純正部品以外は使用しない（ア
クセサリー、交換部品）
◦	部品の破損や故障により、けがのおそれが
あります。

◦	タイヤなどの消耗品、アクセサリーなどの
部品は、購入したお店にご相談の上、必ず
純正部品を取り付けてください。それ以外
の市販品を使用した場合は思わぬ事故、故
障の原因になります。また保証の適用が受
けられない場合もありますのでご注意くだ
さい。
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 警告（危険です、必ずお守りください！）

走行するとき
◦	必ずスタンドをはね上げておく。
	 （カーブを曲がるときスタンドが地面に引っかか
り、転倒するおそれがあります）

◦	タイヤに十分空気を入れてから乗る。
	 （空気圧が低いとはやくタイヤが減り、パンクもし
やすくペダリングが重くなります。また、タイヤサ
イドに割れが生じる原因となります）

	 （適正な空気圧は29ページをご覧ください）
◦	幼児、児童が自転車に乗車する時には安全のため、
必ずヘルメットを着用させてください。

◦	幼児、児童以外の方が自転車に乗車する時も、安全
のため、ヘルメットの着用をおすすめします。

◦	自転車は車道通行が原則です。ただし運転者が児
童・幼児等の場合は歩道を通ることができます。

◦	歩道は歩行者優先です。歩道を通るときは、車道寄
りを徐行します。

◦	車道を通るときは、左側に沿って徐行します。車道
の右側通行は逆走になり危険です。

走行中
◦	横断、転回する場合は、自転車横断帯か横断歩道を
わたる。これらがないところでは左右の安全を確認
してからわたる。

◦	止まっている自動車のそばを通るときは、急にドア
が開いたり、かげから歩行者がとび出したりするの
で注意する。

◦	交差点近くでは、左折自動車に巻き込まれないよう
に注意する。

◦	一時停止の標識のあるところや狭い道から広い道
へ出るときは、一時停止して安全を確認する。

強制

注意

強制

このようなときの注意
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ブレーキをかけるとき
◦	いつでもブレーキレバーを握れるようにして乗る。

◦	ブレーキは先に後ブレーキをかけてから前後とも
ブレーキをかける。

	 （片方だけかけるとスリップして危険です）
	 （前ブレーキのみを強くかけると、車輪がロックし、
自転車が前方に転倒するおそれがあります。）

◦	停車しているときは前後ブレーキをかける。
◦	急ブレーキをかけないでいいように、いつも前方に
注意してスピードをひかえめにする。

◦	バーエンドバーをにぎっているときにはブレーキ
操作ができないので、注意してゆっくり走行する。

◦	乗車前には必ずブレーキがきくことを確認してく
ださい。

◦	雨などでブレーキが濡れた場合は、乾燥させた後ご
利用ください。雨が上がってもブレーキが濡れてい
るとブレーキのききが悪くなります。特に、大雨に
当たった場合やブレーキが水に浸かった場合は、必
ずブレーキのききを確認し、異常があれば使用を中
止してください。

◦	雨天時はブレーキがききにくくなるので、ゆっくり
走行する。

◦	雨天時の坂道走行では、タイヤがスリップしたりブ
レーキのききが悪くなり、転倒や衝突事故を起こす
危険性が高まります。前後ブレーキを併用し速度を
落として走行してください。

◦	長い坂を前ブレーキまたは後ブレーキだけで下る
など過酷なブレーキの使い方をすると、制動面が非
常に熱くなり、ブレーキがききにくくなる場合があ
ります。長い下り坂では前後ブレーキを使って安全
な速度で下ることが大切です。

強制

急な登り坂では
◦	自転車から降り、押して歩いてください。	 	
（登り坂では前輪が浮いたり、ハンドルがとられや
すくなり、転倒し事故・けがをするおそれがありま
す。）

 警告（危険です、必ずお守りください！）

◦	路面が凍結や工事中の鉄板ですべりやすいところ
や、風雨・雪の強いとき、視界が悪いときは、自転
車を押して歩く。

◦	曲がりかどや障害物で見通しの悪いところでは、ス
ピードを落として注意して通る。
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 警告（危険です、必ずお守りください！）

カーブを曲がるときは
◦	カーブで急ブレーキをかけない。
	 （横すべりして危険です）
◦	カーブを曲がるときは手前でスピードを落とす。
◦	カーブを曲がっている間は、ペダリングを止める。
（車体が傾いている側のペダルが下になっていると、
ペダルが路面に当たるので危険です）

強制

衝突や転倒したときは
◦	必ず点検する。
◦	異常を発見したら使用せずに販売店に相談する。

強制

乗りなれない自転車に乗るとき、および
初心者の方は

◦	空き地や公園など安全な場所でよく練習してくだ
さい。

強制

回転部分には
◦	手や足を入れない。子供がそばにいるときは、特に
注意する。（はさまって大けがをします）

◦	スポークの間に物（ボールなど）を入れたりはさん
だりしない。（車輪とフレーム、前ホークなどのす
き間にはさまって車輪の回転が急ロックし、転倒す
るおそれがあります）

◦	走行中、くつ先が前ドロヨケまたは前輪にぶつから
ないようにする。（足または前ドロヨケが前輪に巻
き込まれるおそれがあります）

禁止
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 警告（危険です、必ずお守りください！）

荷物を積むときは
◦	必ず積載装置（キャリヤ・バスケットなど）を取り付
けて、それに荷物を積む。（適正な荷物の大きさと
重さは36ページをご覧ください）

◦	キャリヤ・バスケットなどのオプションパーツは、
必ず当社専用品を取り付ける。

◦	荷物は片寄らないように荷ひもでしっかり固定し、
歩行者の迷惑にならないようにする。

◦	荷物でリフレクタがかくれないようにする。

風・雨・雪がひどいときや視界が悪いとき
◦	無理に乗らない。自転車から降りて押して歩く。
	 無理に乗ると、転倒や事故を起こすおそれがありま
す。

走行目的以外の使用
◦	踏み台など走行目的以外に使わない。
	 （転倒してけがをするおそれがあります）

禁止

強制

禁止

 注意（安全のために必ずお守りください！）

サビを防止し、長持ちさせるために
◦	定期的に手入れをする。
	 （手入れの仕方は37ページをご覧ください）

強制
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交通ルールを守りましょう

1.� 自転車の正しい乗り方
◦	発進するときは、見通しのきく道路の左側で、後方
と前方の安全を確かめる。

◦	右折、左折するときは、早めに合図する。
◦	停止するときは、安全を確かめて停止の合図を行
い、道路の左側に沿って停止し、左側に降りる。

2.� 自転車の通るところ
◦	車道を通るときは、車道の左側に沿って通行する。
◦	自転車は路側帯を通ることができますが、歩行者の
通行に大きな妨げになるところや、白二本線の標示
のあるところは通れません。

◦	自転車歩道通行可の標識のある歩道は、つぎの方法
により通行することができます。

　・歩道の車道寄りの部分を徐行する。
　・	歩行者の通行を妨げるおそれのある場合は、一時
停止する。

◦	自転車道のあるところでは、自転車道を通る。
◦	道路を横断するとき、近くに自転車横断帯があれ
ば、自転車横断帯を通る。

◦	自転車横断帯がなく近くに横断歩道があるときは、
自転車を押して横断歩道をわたる。

3.� 自転車が通行できる歩道、路側帯を通るときの注意
◦	歩道は歩行者優先であり、車道寄りを徐行すること。
◦		歩行者の通行を妨げない。
◦	こども、身体の不自由な人が歩いているときは、一時停止か、十分速度を落とす。
◦	自転車は車道通行が原則です。道路交通法上、自転車は軽車両と位置づけられています。したがって、歩
道と車道の区別のあるところでは車道通行が原則です。但し、次の場合には歩道を通行することができます。

　・	道路標識等で指定された場合
　・	運転者が児童、幼児等の場合
　・	車道または交通の状況からみてやむを得ない場合

4.� 交差点の通り方
◦		右折の方法
	 信号などや交通整理が行われているところ	 信号がなく交通整理が行われていないところ

◦	自転車横断帯があるときは、その自転車横断帯を通る。
◦	自転車進入禁止標識のある交差点では、左側の歩道に乗り入れて自転車横断帯を通る。

停止 左折 右折

交通ルール

自転車および
歩行者専用

普通自転車の歩道通行部分

自転車横断帯
自転車専用
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自転車の図は代表例です。
各部の点検

◆正しい乗車姿勢→ P.24
◆各部のネジのゆるみ→ P.20, 22

◆ハンドルの固定→ P.18

◆チェーン油切れ・
　たるみ→ P.21

◆車輪の固定・ガタ 
　振れ・回転性→ P.20

◆タイヤのキズ・摩耗 
　空気圧→ P.20

◆ブレーキレバーの固定→ P.19
　ブレーキのきき→ P.19

◆ヘッドのガタ→ P.22

◆サドルの固定→ P.18

◆リフレクタの
　よごれ・割れ→ P.21

◆ディレーラー
　の動き→ P.21

◆クランクの曲がり・ガタ・回転性→ P.22
◆ペダルの曲がり・ガタ・回転性→ P.22

◆ブレーキシュー
　（ゴム）の減り→ P.19
◆ブレーキのきき→ P.19

◆ベルの鳴り→ P.21
◆ランプの点灯→ P.21

乗る前の「日常点検」と販売店にお願いする「初回点検」「定期点検」を必ず実施してください。また、異
常を感じた場合も販売店で点検を受けてください。

初回点検
◦�使用開始後2ヶ月以内、または100km到達時に販売店で、自転車安全整備士、自転車技士（自転車組立整
備士）、またはそれと同等の技能を有する者により点検を受けてください。

	 初期の内は特にネジがゆるみやすいので、必ず販売店で点検を受けてください。点検は有料です。

定期点検
◦�購入後6ヶ月以内、12ヶ月以内、その後は1年ごと及び異常を感じた場合に販売店で、自転車安全整備士、
自転車技士（自転車組立整備士）、またはそれと同等の技能を有する者により点検を受けてください。

	 安全に長くお使いいただくために必ず販売店で定期点検を受けてください。点検は有料です。
	 長い間使用せず、再び使用するときも点検をお受けください。

乗るまえの日常点検
◦�乗る前に必ず点検し、安全を確かめてから乗ってください。
� 変形や破損している部品は必ず新品と交換してください。
� 変形や破損したまま使用をつづけると、大きな損傷や事故につながるおそれがあります。

強制

点検方法

記載例 点検箇所 → 点検方法を説明 
しているページ

ハンドルの固定 → P.00 ←
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ハンドル・サドル

◦�ハンドル・サドルの組付

◦�にぎりの固定
※		力を入れても回った
り抜けないこと

※	限界標識がかくれるまで差し込まれていること。
※	ハンドルが前輪に直角に固定されていること。
※	サドルがフレーム中心と合っていること。
※	サドルにすわってブレーキやハンドルをムリな
く操作できること。（調整方法  P.24〜26）

※	力を入れても回らないこと

※	力を入れても回らないこと

◦�ハンドルの固定
（前輪を足で固定してハンドルを動かしてみる）

◦�サドルの固定
	（サドルの前後を持って動かしてみる）

左右に

上下に

直角
中心

MINIMUM
INSERT

左右に

上
下
に

水平

※	サドル上面がほぼ水平に固定されていること

挿入不足で使用しない。

禁止

 警告：�固定が不十分なまま使用すると、走行中に抜けたりゆるんで、事故・けがのおそれがあります。
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一般的な点検項目のみ説明します。
詳しくは各ディスクブレーキ（部品）の説明書もごらんく
ださい。
◦�ブレーキパッドの残りが0.5mm以上あること。

◦�オイルもれがないこと。（オイル駆動式の場合）
◦�前後それぞれブレーキをかけて、正しく作動すること。
◦�ディスクが変形したり、油が付着していないこと。

 警告：�点検や整備で車輪を回転させる時は、回転中
のディスクにさわらないようにしてくださ
い。指を巻き込まれてケガを負う危険があり
ます。

ディスクブレーキの場合

0.5mm以上 0.5mm以上

ブレーキ
パッド

ディスク

ブレーキ本体

1/2～1/3

ブレーキ

◦�ブレーキのきき具合
（レバーを引いてきき具合を
みる）

◦�ブレーキシューの当たり（  P.28）

◦�レバーの固定
（指で押してみる）

※	ズレ動かないこと

◦�ワイヤのサビ・切れ

※	サビ・切れ・ほつれ、折れが
ないこと

◦�ブレーキシューの減り

※	溝の残りが1mm以上あること
※	溝に小石等がはさまってい
ないこと

ブレーキ
シュー

ブレーキ
シュー

リム ブレーキ
シュー

ブレーキ
シューリム

※	ブレーキシューがリム
からズレていないこと

※	ブレーキシューがリムに
当たったままになってい
ないこと

※	すきまが1/2～1/3になるま
でにブレーキがよくきくこと

※	レバーの作動が重くないこと

 警告：�ブレーキのききがよくないなどの異常があるまま走行すると、止まれずに衝突して事故・
けがのおそれがあります。

ブレーキワイヤは消耗品です。異常がなくても2年に1度は交換してください。
ブレーキレバーの遊びが大きいものは、ブレーキがきかなくなることがあり危険ですので、すぐ
に販売店で調整を受けてください。強制

1mm
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◦�固定（自転車を持ち上げて車輪を上から強く
たたいてみる。）

◦�振れ・ガタ・回転性
� （自転車を持ち上げて回してみる。）

車輪をたたく

※	車輪がズレたりガタついたりしないこと。

※	スムーズに回転し大きな振れやガタが
ないこと。

◦�タイヤのキズ・摩耗

※	コードが見える深いキズがないこと。
※	接地面の模様が十分残っていること。

◦�空気圧

※	十分空気が入っていて、タイヤ側面に表
示してある推奨空気圧になっていること。

	 （図の数値は表示の例）
 （空気補充のしかた  P.29）

車輪を地面から浮かす

摩耗

深いキズ

65PSI, 450kPa, 4.5kgf/cm 2 

車　輪

 注意（クイックレリーズハブ仕様車の場合）

※	カムレバーの文字が、「CLOSE」の文字
が見える方向に最後まで閉じられてい
ること。

※	カムレバーの位置が途中であったり、
「OPEN」の文字が見える方向になって
いると固定が弱く車輪が外れるおそれ
があり危険です。

クイックレバー

「CLOSE」の文字

「OPEN」の文字

ハブ体

 警告：�ズレやガタがあると、走行中に外れて、
事故・けがを起こすおそれがあります。

 警告：�空気圧が低いと、パンクしやすく、
タイヤの摩耗が早くなります。

◦�リムのブレーキ面摩耗
	 変形、ふくれ、キズ、きれつ、汚れがない
ことを確認します。
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◦�内装変速機・ディレーラー（外装変速機）
	 （ディレーラー装着車はクランクを正回転させながらシ
フトレバーを操作する）
※	スムーズにシフトチェンジ（変速）すること。
※	ディレーラー装着車はチェーンがロー側、トップ側
とも外れないこと。

※	後から見てディレーラーやディレーラーハンガーが
変形していないこと。

◦�ベルト
� 〈フローティングベルト仕様車〉
	 ベルトを張った中央部を指で押し張り具合を確認し
てください。

	 10～20mmのたるみがあること。
� 〈カーボンベルト仕様車〉
	 別紙取扱説明書をごらんください。
※	損傷や、歯面に泥や汚れの付着がないこと。

◦�チェーン
※	油切れがなく、指で動かしてみた
ときなめらかにうごくこと。

※	チェーンが大きくたるんでいない
こと。

	 （自転車を10cmほど持ち上げて
軽く落としたとき、チェーンがフ
レームやチェーンケースに強く当
たるほどたるんでいないこと）

※図はディレーラー装着車

10m

◦�テールランプ
夜間使用時には点灯または点滅すること。
（テールランプ装備車のみ）

ベル・ブザー・ランプ・リフレクタ

◦�ランプ
※	明るく点灯し、10m前方の路面を照らすこと。

◦�ベル・ブザー
※	ベル・ブザーが必ず装着されてあり、よく鳴る
こと。

◦�リフレクタ
※	必ず装着されてあり、反射面の向いてい
る方向からよく見えること。（リヤリフレ
クタは後方を向いていること）

※	反射面の汚れ割れがないこと。
	 リフレクタが破損し
たり汚れたら、部品
交換または汚れを除
去してから使用して
ください。

 警告：�変形したまま使用すると、後輪にディレー
ラーを巻き込んで、事故を起こすおそれが
あります。

 警告：�チェーンのたるみが大きく
なると、走行時にチェーン
が外れやすくなり、危険で
あるので、すぐに販売店で
調整を受けてください。

内装変速機・ディレーラー・チェーン・ベルト

後ろから見て
曲がっている

ディレーラー
ハンガー

ディレーラー

10～20mm
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スポーク・ニップル・クランク・ペダル
◦�スポーク・ニップル
※	切れ、外れ、変形の無いこと。

外れ

変形

切れ

◦�クランク・ペダル
※	変形やひび割れがないこと。

ひび割れ

まがり

※	ペダルに上下左右に
力を加えたときガタ
がないこと。

 警告：�スポークやニップルの切れ、外
れ、変形がある場合は、早急に
交換してください。ホイールが
変形し、ブレーキと接触して走
行性が損なわれ、転倒するおそ
れがあります。スポークやニッ
プルが一本でも切れたまま走行
を続けると、他のスポークに大
きな負担が繰り返し加わり、ス
ポーク寿命が低下し、スポーク
切れが継続して発生する場合が
あります。スポークは全て交換
することをお勧めします。

 警告：�変形やひび割れがある場合はすぐに新
部品と交換してください。走行中にこ
われて、転倒・けがのおそれがあります。

 警告：�ガタを放置したまま使用を続けると、
部品の外れや、破損にいたるおそれが
あります。

� ガタがある場合はすぐに販売店で調整
を受けてください。

◦�ヘッド部のゆるみ、ガタ
左右のブレーキレバーを
にぎり、自転車を前後に
ゆする。
※	ガタがあればヘッド
がゆるんでいたり部
品がこわれています。

◦�各部のネジのゆるみ
（10cmほど持ち上げて
軽く落とす）
※	変な音がしないこと
	 変な音がしたらネジ
がゆるんでいるおそ
れがあります。

各部のネジのゆるみ

 警告：�ゆるんだまま使用すると、走行中にこわれて、事故・けがのおそれがあります。
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フレーム・前ホーク

◦�フレーム、前ホーク
※	変形、きれつ、ふくれ、
などの異常がないこと。

※	サスペンション作動部に
ガタや固着がないこと。

きれつ

ふくれ
変形

 警告：�・�変形やきれつしている場合はすぐに新
部品と交換してください。走行中にこ
われて、事故・けがのおそれがあります。

� ・�カーボン製のフレーム・前ホークは、
異常の識別が難しいので、転倒したり、
衝突したら、販売店で点検を受けてく
ださい。

 警告：�前ホークには、交通事故などで
衝突した時に、前ホーク自体が
変形することで、乗員や車体に
加わる衝撃を吸収する機能があ
ります。

� このため、前ホークは必要以上
に高い強度には設計されていま
せん。衝突や転倒などで、自転
車に強い衝撃が加わった後は、
特に前ホークにきれつや変形な
どの異常がないか確認してくだ
さい。
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ハンドルの高さ
ヒジが軽く曲がる
程度に

ヒザがハンドルに
当たらないように

サドルの高さ
両足先が地面につくように

つま先で踏む

安全を確保するために、各部の調整は注意点を守って確実に行ってください。
これを怠りますと思わぬ事故につながります。ご不明な点がありましたら、販売店にご相談ください。また、
調整はお子様にはさせないようにしてください。

 注意�（安全のために必ずお守りください！）

正しい乗車姿勢��
サドルに腰をおろし両手をにぎりにおいた状態で、
①	両足先が確実に地面につくこと。
②	上半身が少し前に傾き、ヒジが軽く曲がること。
③	ペダルをこいだときヒザがハンドルに当たらず、安全
にハンドルの操縦操作ができること。

④	円滑にペダルをこぐことができ、ブレーキ、シフトレ
バー、ベルなどが安全に操作できること。

サドルの調整のしかた��
 警告：�調整後は、確実に固定されているか確認して

ください。固定が不十分であると、運転でき
なくなり、事故・けがのおそれがあります。

サドルの高さ

 警告：�最も高くした場合でも、シートポストのは
め合わせ限界標識が見えなくなるまで挿入
してください。限界標識が見えていると、
サドル（シートポスト）の折れや抜けによ
り事故・けがのおそれがあり危険です。

《調整方法》
クイックレバー式シートピンの場合

 注意：�クイックレバー式シートピンは、カムレバーを開
閉して「締め」「ゆるめ」をおこないます。カムレ
バーを回して締め付けるものではありません。

①	カムレバーを「ゆるむ」の方向に開いて固定をゆるめ、
サドルを上下に調整してください。

②	固定するときは「しまる」の方向のⒶの位置までカムレ
バーを閉じて固定します。

③	カムレバーを閉じるときの力は、レバー先端に100N
（10kgf）～160N（16kgf）の力で閉じれるように、調
整ナットの締め具合を調整してください。

④	シートポストが十分に固定しなかったり途中でレバー
が固くて閉じないときは、もう一度調整ナットの締め
具合を調整しなおしてください。

 警告：�調整後は、レバーが足に当たらない位置に閉じ
てください。ペダルをこいだときにレバー先端
が足に当たってけがをするおそれがあります。

シートポストの
はめ合わせ限界標
識まで立パイプに
入れてください

立パイプ

はめ合わせ限界標識

MINIMUM
INSERT

調整ナット

シートポスト

ゆるむ

しまる

Ⓐ

乗る前の調整方法
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ボルトナット式シートピンの場合

①	シートピンナット（右側）を六角棒スパナでゆるめ、
シートポストの固定をゆるくしてサドルを上下に調整
してください。

 注意：�シートピンの左側を回すとシートラグが破損し
ます。絶対に回さないでください。

②	固定するときは六角棒スパナでシートピンナット（右
側）を締め付けて固定してください。

サドルの前後位置と取付角度
◆	ペダルをななめ前のいちばん力を入れやすい位置にし
て足を乗せたとき、ひざの中心の真下にペダルの中心
があるのが最適です。

	 サドルの取付角度は、サドル上面がほぼ水平になるよ
うにしてください。

《調整方法》
①	サドル取付ボルト（またはナット）を六角棒スパナ（ま
たはスパナ）でゆるめて前後位置と取付角度を調整し
てください。

②	固定するときは六角棒スパナ（またはスパナ）でサドル
取付ボルト（またはナット）を締め付けて固定します。

ハンドルの調整のしかた��

 警告：�調整後は、確実に固定されているか確認し
てください。固定が不十分であると、運転
できなくなり、事故・けがのおそれがあり
ます。

引き上げ棒タイプの場合

 警告：�最も高くした場合でも、ハンドルステムの
はめ合わせ限界標識が見えなくなるまで挿
入してください。限界標識が見えていると
ハンドルステムの折れや抜けにより事故・
けがのおそれがあり危険です。

《調整方法》
①	ハンドルステムの引き上げボルトを六角棒スパナでゆ
るめ、ハンドルステムの固定をゆるくしてハンドルを
上下に調整してください。

	 引き上げボルトをゆるめてもハンドルステムの固定が
ゆるくならないときは、引き上げボルトの頭をプラス
チックハンマーなどで軽くたたいてください。

②	固定するときは六角棒スパナで引き上げ棒を締め付け
て固定してください。

六角棒スパナ

六角棒スパナ

スパナ

サドル取付ナット

取付ボルト

前後位置

角度

前後位置

角度

限界標識

ウス

六角棒スパナ

ゆるむ

しまる

ハンドルステム引上げボルト
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構造
◦	ハンドルステムの固定は、後部のクランプボルトで前ホークステムに固定します。
◦	ヘッド玉当たり調整は、上部のアンカーボルトの締付け加減で行う方式です。

 注意：�アンカーボルトは固定用ではありません。

◦	ハンドルステムの高さ調整は、一般の自転車のようには行えません。

ヘッドの調整
①	図1の順序で各部品を仮組みします（製品により仕様は
若干異なります）。

②	ヘッドの回転具合を確認しながらアンカーボルトを締
め、ヘッド玉当たり調整を行います。

　※	この調整をする時、クランプボルトは緩めておいて
ください。

 注意：�アンカーボルトを締めすぎると、ヘッドの回
転が重くなり、更に強く締付けると、トップ
キャップやアンカーナットが破損するおそれ
がありますので、絶対に締めすぎないでくだ
さい。

締付トルク目安：2.5N m（25kgf cm）

③	前ホークにガタがないことを確認してください。

ハンドルステムの固定
ハンドルバーが前車輪と直角になるように保持し、クラ
ンプボルト2本を交互に締付けていって、ハンドルステ
ムを前ホークステムに確実に固定します。

ハンドルステムの高さ調整
一般自転車のようには調整できませんが、スペーサーとの位置を入れ替えることで高さが変わります。

アンカーボルト

トップキャップ

クランプボルト

スペーサー

前ホークステム

ハンドルステム

ヘッド小物

アンカーボルト
（調整用）

クランプボルト
（固定用）

図 1

図 3

図 2

アヘッドタイプの場合
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ブレーキ調整のしかた��
◆	長い間使っているとブレーキワイヤの伸びなどにより
ブレーキレバーのあそびが大きくなり、ききが悪く
なってきます。常にブレーキがよくきくように調整し
てください。

 警告：�ブレーキ各部は、この説明書に記載されて
いるところ以外は絶対に自分で調整しない
でください。

《調整方法》
	 アジャストボルトを回すとブレーキレバーのあそびを
調整できます。

	 ブレーキレバーを引いてすきまが1/2～1/3になるま
でにブレーキがよくきくように調整してください。

	 アジャストボルトにロックナットが装着されているも
のは、一度ロックナットをゆるめてからアジャストボ
ルトを調整してください。調整後はロックナットを締
め付けてください。

◆	左右片きき調整について
◦	ブレーキ本体に片きき調整用のネジが装備されている
タイプは、調整ネジを回すことにより、左右ブレーキ
シューの片ききを微調整することができます。

◦	ディスクブレーキは、それぞれの機種により、調整の
しかたが異なりますので、それぞれの機種（部品）の取
扱説明書をごらんください。微調整ネジのない機種も
あります。

1/2～1/3

ブレーキ
レバー

アジャストボルトロックナット

調整ネジ

アジャスト
ボルト

調整ネジ
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◆	ブレーキシューがリムに
当たったままになってい
るとき

◆	ブレーキをかけた状態で
ブレーキシューがリムか
らズレているとき

◆	ブレーキシューが摩耗し
て、溝の残りが1mm以下
になったとき

◆	アジャストボルトで調整
しきれないとき

◆	ブレーキのききが悪く
なったとき

◆	ローラーブレーキで次の場合
①	ブレーキをかけたとき、音鳴りがする。
②	ブレーキが急激にきく。
③	ブレーキのききが異常に弱い。
	 この状況は内部のグリス切れが考えられますの
で、販売店でローラーブレーキ専用グリスをグ
リス穴から補給してください。

内装変速機・ディレーラー（外装変速機）の調整は、販売店に依頼してください  
内装変速機・ディレーラー（外装変速機）は調整がむずかしく、まちがった調整をすると正常にシフトチェ
ンジしないだけでなく、チェーンが外れたりディレーラーが破損してしまうおそれがあります。

つぎの場合には販売店にご相談ください
強制

ブレーキ
ブロック

リム

ブレーキ
ブロック

リム

調整の限界

ブレーキ
ブロックブレーキ

ブロック 1mm
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タイヤへの空気補充のしかた  
◆	お買い上げいただきました自転車のバルブの種類を確認してください。バルブの種類に合ったポン
プで空気を補充してください。ポンプの口金は製造メーカーによって異なりますので一例を示しま
す。詳しくは販売店にご相談ください。

空気圧の測定 ◆	仏式バルブおよび米式バルブは、専用の空
気圧ゲージで空気圧を測定することができ
ます。販売店にご相談ください。

	 英式バルブ用タイヤ空気圧ゲージはありま
せんので、自転車に乗車した状態での接地
面の長さで空気圧を判定してください。

〈タイヤ空気圧表示例と換算値〉
1kPa=0.01kgf/cm2=0.145PSI

9～10cm

《空気圧の簡易測定のしかた》
自転車に乗車した状態での接地面の長さで空気圧を
判定してください。

接地面の長さが9～10cmくらいが適当です

 注意：�空気圧が少ないと、タイヤの接地面積が
広くなって走行抵抗が増し、ペダリングが
重くなります。また、タイヤの摩耗やパン
クや側面の亀裂、リムの変形の原因にな
ります。

� 必ずタイヤ側面に表示している空気圧の
範囲内で使用してください。

種　類 バルブの種類 ポンプ（口金）の種類 空気の入れかた

英　式 キャップ

プランジャ

口金 ・	 プランジャにポンプの口金を取り付
けて空気を入れ、空気圧を確認する。

米　式

キャップ

ボディー

（レバー式）

口金 ①

②

・	 ボディーにポンプの口金を取り付け
て空気を入れ、空気圧を確認する。

①	ボディーにポンプの口金を押し込む。
②	・レバーを閉じる（レバー式）
	 ・ねじを回す（ねじ式）
③	空気を入れ、空気圧を確認する。
（注意：	レバーの操作は、図と逆向きの

ポンプもあります）（ねじ式）
口金

①②

仏　式 仏式ポンプを使用した例 ①	コア引き上げネジを2～3回転ゆるめ
てコアの先端を軽く（一瞬）押し、空
気が抜けることを確認する。

②	ボディにポンプの口金を押し込む。
③	レバーを操作してパッキンを締め、
空気を入れる。

（注意：	レバーが無いポンプや、レバー操
作が逆向きのポンプもあります）

④	空気を入れたら、口金を外し、コア
引き上げネジをしめる。

キャップ ボディー

コア引上げネジ
（しめた状態）

②

④

①

③

英式ポンプとバルブアダプタを使用した例 ①	バルブアダプタを外す。
②	コア引き上げネジを2～3回転ゆるめ
てコアの先端を軽く（一瞬）押し、空
気が抜けることを確認する。

③	ボディにバルブアダプタを取り付ける。
④	バルブアダプタにポンプの口金を取
り付けて空気を入れる。

⑤	空気を入れたら、口金とバルブアダプ
タを外し、コア引き上げネジをしめる。

バルブアダプタ

バルブアダプタ

英式ポンプ
（口金）

KPa kgf/cm2 PSI
300 3.0 43.5
450 4.5 65
690 6.9 100
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内装変速機・ディレーラー（外装変速機）の使いかた��
◆	内装変速機・ディレーラー（外装変速機）は「坂道」や「風向き」などの走行条件の変化に応じてギ
ヤ比を変え、ペダリングの速さと重さを一定にして、疲れを少なくすることができます。

◆	シフトレバーの種類
	 シフトレバーはおもに3種類あります。装着されているシフトレバーの種類が判らないときはお店
にお問い合わせください。

《操作方法》

こういうときは こう（操作）してください

上り坂や
ペダルの回転が
重いとき

ペダルの回転が
［	軽く	］
なります

ちょうどいい重さのギヤ
を選んでください

矢印の方向にチェーンを掛けかえます

シフト

ダウン

下り坂やペダル
の回転が速く、
軽すぎるとき

ペダルの回転が
［	ゆっくり	］に、

なります

ちょうどいい重さのギヤ
を選んでください

矢印の方向にチェーンを掛けかえます

シフト

アップ

ペダリングが軽くなる ペダリングが軽くなる

ペダリングが重くなる ペダリングが重くなる

ダブルレバー型ノック式デュアルコントロール型

レバーを 1回づつ押して操作

シフトダウン シフトアップ

左

シフトダウンシフトアップ

右

シフターを回して操作

シフトアップ・シフトダウンの
操作方向は、機種により異なり
ます。

グリップシフター型

シフトダウンシフトダウン

シフトダウンシフトダウン

シフトアップシフトアップ

右左

正しい取り扱い
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シフトチェンジの注意事項

〈チェーンと前ギヤの接触例〉
・このギヤの組み合わせはできるだけさけてください。

前ギヤ

後ギヤ

前ギヤ

後ギヤ

前 3段車の場合 前 2段車の場合

 禁止：�・�シフトチェンジの時はペダルを強く踏まないでください。シフトチェンジのショック
でペダルを踏み外したり、変速機が故障するおそれがあります。

� ・�停車状態から踏み出す時には無理にシフトチェンジしないでください。チェンジミス
が起きて、ふらついて転倒したり、部品が故障してしまうおそれがあります。

� ・�ペダルを逆転しながらシフト操作しないでください。部品が破損したり、クランクの
回転が急に止まってペダルを踏み外すおそれがあります。

� ・�一度に2段以上シフトチェンジしないでください。チェーンが外れたり、ペダルと足
の回転が合わずに、ペダルを踏み外すおそれがあります。

� ・�外装変速機は停車時にはシフト操作しないでください。変速機が故障したり、踏み出
す時にチェンジミスでペダルを踏み外すおそれがあります。

� ・�シフトダウン、シフトアップを急激に繰り返すようなシフト操作をしないでください。
（外装変速機の場合）変速途中のチェーンがギヤに斜めにくい込んだり、チェーンが外
れるなどの異常が発生し、ペダルを踏み外すおそれがあります。

 注意：�・�シフトチェンジするときは、必ず軽くペダリング（正回転）しながら1段づつシフトレ
バーを操作してください（外装変速機の場合）。坂道では手前で早目に操作してくださ
い。

� ・�外装変速機仕様車は、ペダルを激しく逆転するとチェーンが外れるおそれがあります。
� ・�下図のように前後共大きいギヤ、または前後共小さいギヤの組み合わせでは、チェー

ンが斜めになり、音鳴りが発生する場合があります。また、これらのギヤの組み合わ
せでペダルを逆転すると、チェーンが外れやすくなる場合があるので、この組み合わ
せはできるだけさけてください。

 強制：�・�急な上り坂や下り坂では自転車から降りて押してください。ふらついたりスピードが
出すぎて危険です。



32

ブレーキ操作のしかた��
ブレーキをかける時は、前後ブレーキを両方ともかけてください。

後ブレーキ用レバー 前ブレーキ用レバー

左 右

◆�ディスクブレーキについて

◆�パワーモジュレーターについて（一部車種の前ブレーキに装着）

ブレーキレバー

ブレーキワイヤ

パワーモジュレーター

前ブレーキ本体
（Vブレーキおよびディスクブレーキ）

 注意：�前ブレーキまたは後ブレーキだけ強くかけると、前輪または後輪がロックして操縦困難
になったり、車体後部が持ち上がって転倒するおそれがあります。

 注意：�ディスクブレーキには慣らし運転期間があり、慣らし運転がすすむにつれ、ブレーキ制
動力が上がっていきますので、ブレーキの制動力増加に対し注意を払い順応してくださ
い。

 注意：�パワーモジュレーターは、ある一定範囲のブレーキレバー入力に対して、ブレーキレバー
の引き量を増やすことにより、ブレーキのコントロールをしやすい状態にする装置です。
パワーモジュレーターは車輪のロック防止装置ではありません。

� �パワーモジュレーターの可動範囲を超えた場合には、通常のブレーキとなり、車輪がロッ
クする場合があります。パワーモジュレーターの機能・特性を十分ご理解ご体験の上、
ご使用ください。

できるだけ、急ブレーキはかけないよ
うに走行し、日ごろからブレ−キのき
きぐあいを確認しておきましょう。
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1.�車輪の取り外しかた
①	ブレーキアーチを開きます。
	 開き方はブレーキの種類により異なります。

カンチブレーキの場合

ブレーキの左右アーチをリムに押さえつけ、セン
ターワイヤのつまみを引っ張ってアーチから外し
ます。
センターワイヤを外しにくいときは、ブレーキレ
バーのアジャストボルトを締め込んでブレーキワ
イヤの張りをゆるくしてください。

サイドプルブレーキの場合

クイックレリーズレバーを解除してブレーキアー
チを開きます。

クイックレリーズハブ装着車の車輪の取り付けかたと取り外しかた  
クイックレリーズハブはカムレバーを開閉して「締め」「ゆ
るめ」をおこなう構造になっています。
カムレバーを閉じるとハウジングが内側に動き、この力
でフレームに車輪を固定します。

カム
レバー

禁止

調整
ナット

ハウジング

カムレバー
「OPEN」の文字

カムレバー
「CLOSE」
の文字

閉じる

【カムレバーを開いた状態】

先の細いほうが内側 先の細いほうが内側

【カムレバーを閉じた状態】

開く

 禁止：�クイックレリーズハブは絶対にカムレバー
を回して締め付けないでください。

� 回して締め付けると十分な固定力が得られ
ず走行中に車輪が外れて事故・けがのおそ
れがあり非常に危険です。
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Vブレーキタイプの場合

ブレーキの左右アーチをリムに押えつけ、フックか
らワイヤを外して、ブレーキアーチを開きます。

ディスクブレーキの場合

・ブレーキを解除操作する必要はありません。

②	レバーを開いて車輪の固定をゆるめます。
	 （前輪の場合は脱落防止機構のため、レバーを開いた
だけでは前輪を前ホークから外すことはできません）

③	車輪をフレーム・前ホークから外します。
	 ・前輪は調整ナットを2～3回転ゆるめると外せます。
	 ・	後輪はリヤディレーラー（変速機）を後方へ押して逃
がしながら外してください。

 注意：�オイル式ディスクブレーキの場合は、車
輪を外した状態でブレーキレバーを握ら
ないでください。

� レバーを握ると、ブレーキパッドが出た
ままになります。

調整ナット ゆるむ

ツメ

ハウジング

調整ナット
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2.�車輪の取り付けかた
①	ロックナットとハウジングの間にツメが簡単に入るま
で調整ナットをゆるめます。

②	車輪をツメに入れます。

 注意：�ディスクブレーキの場合はディスクがブ
レーキ本体などにぶつからないように車
輪を入れてください。

③	レバーを開いたままにして、調整ナットおよびハウジ
ングがともにすきまがなくなるまで調整ナットを締め
込みます。

④	レバーを半分閉じたときレバー操作が固くなり始める
ように調整ナットを調整します。

⑤	レバーを最後まで閉じ込んで固定します。
	 レバーを閉じ込んだとき手のひらが多少痛くなる程度
｛押しつける力は160～200N（16～20kgf）｝に調整
ナットを調整してください。

 注意：�レバーをⒶの位置まで操作したときに十
分固定できることが重要です。もし、レ
バーが固すぎたり、ゆるすぎて固定が十
分でない場合は危険ですから再調整して
ください。

 注意：�レバーは必ず前後輪とも乗車して左側に
なるようにしてください。

 注意：�レバーは閉じ込んだとき前ホークおよび
バックホークに横から見てほぼ平行にそ
わせてください。

⑥	車輪が確実に固定されているか必ず確認してください
（確認方法は20ページを参照）。

⑦	ブレーキワイヤまたはブレーキのクイックレリーズレ
バーを元へもどし、ブレーキレバーを引いたときに正
常に作動するか確認してください。

強制

強制

最後まで
閉じ込む

ナットを調整

半分閉じたとき

前ホーク

バック
ホークレバー

レバー

調整ナット

Ⓐ（固定）

（ゆるむ）

調整ナット

ナットを締め込む

ツメ ハウジング

車輪を入れる
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【標準常用速度】	 15～24km/h

【標準適用体格】	 ◦		フレームの上パイプ（トップチューブ）にま
たがって立ったとき、股下との間に5cm以上
の余裕があること。

	 	 ◦		サドルに腰をおろしペダルを下にさげて足を
乗せたとき、ひざに余裕があるように調整で
きること。

	 	 　		初心者の方やお子様はサドルに腰をおろした
とき、両足がべったり地面につくこと。

	 	 ◦		ブレーキレバーを余裕をもってにぎることが
できること。

【乗��員��体��重】	 65kg

【乗せられる荷物の大きさと重さ】
	 	 ◦		荷物を積めるのは、純正オプションキャリアが設定されている、一部の車種に限り

ます。
	 	 ◦	各オプションキャリアの制限積載量以上の荷物は積まないでください。
	 	 ◦	また、最大でも下表の内容を超える荷物は積まないでください。
	 	 ◦	積載装置を取り付けた場合に適用します。

荷　物 キャリヤ バスケット・バッグ

大きさ
高さ　　	 ：	 30cmまで
幅・長さ	 ：	 キャリヤの幅・長さ	

	 プラス 10cmまで

バスケット・バックにおさまる
大きさまで

重　さ 前後合わせて 10kg まで（但し、前は 3kgまで）

※	乗員体重は、この自転車を設計するうえで想定した標準的
な乗員の体重です。

※	この標準常用速度は、この自転車を設計するうえで想定した標
準的な速度です。

 警告：	高速での事故・転倒は大ケガのおそれがあります。スピードはいつもひかえめにしてください。

 警告： ◦		荷物の大きさや重さが表の内容を超え積載すると、自転車の安定性が
損なわれ、転倒・事故をおこすおそれがあります。表の内容を超えない
ようにしてください。

	 ◦	この自転車には幼児用座席（チャイルドシート）の取り付けはできません。

正しい使用条件

トップチューブ

5cm

両足が地面にとどく
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◦	乾いた布やブラシでホコリや汚れをよく落としてからお手入れしてください。汚れがひどいときは水洗い
してよく乾かしてください。

◦	雨天走行後などでアルミリムに泥が付着したら、油など汚れのない布でふき取ってください。アルミリム
はステンレスリムに比べて傷つきやすいので泥の付着はブレーキ作動時のリム削れや汚れの原因になりま
す。

◦	ベルトに付着した泥や汚れはふきとってください。泥の付着は部品の磨耗を早め、異音の原因となることも
あります。（ベルトドライブ仕様車）

お手入れのしかた

この記号の箇所には絶対に「油」や「グリス」や「ワックス」をつけな
いでください。

 
警　告

注油禁止箇所
OIL

注油禁止

◦	「ローラーブレーキ」は専用グリスの補給が必要です。（  P.28）
◦	塗装部は、「ワックス」でみがいてください。

 注意：��絶対にタイヤにワックスをつけないでください。タイヤにひび割れが生じます。

注 油 箇 所 �この記号の箇所に注油してください。（1〜 2ヶ月に 1回程度）

	※自転車の図は代表例です

OIL

フロントディレーラー（前変速機）
OIL

OIL

ブレーキレバー（左・右）
ワイヤの固定部

（ディスクブレーキ装着車）

ブレーキシュー

OIL

注油禁止

OIL
ディスクブレーキ

注油禁止

OIL リム

注油禁止

OIL タイヤ

注油禁止

リヤディレーラー（後変速機）OIL チェーンOIL ワイヤリードOIL

OIL
ブレーキシュー

注油禁止

OIL リム

注油禁止

OIL タイヤ

注油禁止

お手入れと保管
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＊保管のしかた
◦	寒冷地では水分が凍って部品の作動が悪くなる場合がありますので、凍結防止のため暖かい場所で保管し
てください。

◦	盗難防止のため、必ずカギをかけてください。スペアキーは、なくさないように保管してください。
◦	雨のかからない乾燥した場所に保管してください。屋外に保管される場合にはサイクルカバーやビニール
シートを使用してください。風雨にさらされますと、錆びや劣化・汚れが早くなります。　

◦	長期間自転車を放置すると、タイヤの空気が抜けて、つぶれくせがつく場合がありますので、タイヤに空
気を入れて保管することをおすすめします。

◦	オープンサイドタイヤについて（一部車種）
	 オープンサイドタイヤとは、軽量化のため、側面がゴムでおおわれていないタイヤです。このため、一般
のタイヤに比べて側面が劣化しやすいので、なるべく直射日光の当たらない場所に保管してください。

＊サビを防止し、長持ちさせるために
◦	定期的に手入れをする。
◦	焼却炉の煙、潮風、直射日光、雨の当たる場所は避ける。
◦	除草剤などの薬品や火花が自転車にかからないようにする。
◦	メッキ・ステンレス部は、「サビ止め油」や「機械油」を少しふくませた布でふいてください。
◦	海岸、湿気の多いところ、大気汚染発生場所、工場地帯、便所や浄化槽の近くなどサビやすいところにお
くときは、お手入れの回数を多くしてください。

＊駐輪するときの注意
◦	地面が傾いたり不安定な場所に駐輪すると、自転車が倒れるお
それがあります。

◦	自転車を駐輪するときは、歩行者や車両の通行の妨げにならな
いように注意し、必ずカギをかける。

◦	駐輪場がある場合はそこに置く。
◦	公の場所に自転車を長期間放置しない。
◦	風の強い日は自転車が倒れる場合があるので注意する。

保管のしかた
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部品交換上の注意
部品交換については、販売店にご相談ください。		
◦	マウンテンバイク用26インチHEタイヤは、シティ車の26インチWOタイヤとは互換性がありません。

修理について
自転車が故障した場合は、お買い上げの販売店に修理を依頼してください。		
◦	修理が保証の対象になるかどうか（無償修理か有料修理か）は品質保証書の内容に基づき、お買い上げの販
売店で自転車と品質保証書を確認の上、判断させていただきます。

◦	インターネットや通信販売でお買い上げの場合は、それぞれの販売元へお問い合わせください。
	 弊社での出張修理やお客様への補修部品の直接販売は行っておりません。

盗難補償について
◦	盗難補償を受けられる商品と受けられない商品があります。別冊の品質保証書（ロビンフッド手帳）の表紙
に「盗難補償つき」と書いてない自転車には盗難補償はありません。

◦	盗難補償の手続きや補償内容については品質保証書をご覧ください。
◦	品質保証書を紛失すると、盗難補償は受けられません。

保険について
◦	事故が起きた時のために、対人対物賠償保険に加入することをおすすめします。（弊社では保険の取扱は
していません）

廃棄について
◦	自転車を廃棄するときは、各地区のゴミ分別や回収のルールに従ってください。

「車体No」刻印位置、および「車種表示シール」貼付け位置の例
◦			「車体No」および「車種表示」位置の例を示します。商品によっては下図以外の位置に表示している場合が
あります。

◦			「車体No」は販売店で防犯登録をする時に必要です。

車体No

車体No

車種表示シール

その他
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19, F

修理や部品のご注文は、まずはお買い上げの販売店へご相談ください。

〒362-8520 埼玉県上尾市中妻３丁目１−１
お客様相談室
受付時間：9:00〜17:00
 （土・日・祝日及び弊社指定休日は休み）
電　　話：  0120-72-1911　FAX：048-772-2340
 （国際電話・インターネット電話でのご利用はできません）




